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教授　柔　原　　麟　　鬼

Fわ。了瓦the　sta範d　POlγしt：　of　Uりe　chai｝・Of

　S餌しlta汐Eγ曾1γしeeγ、1γし93

　　　　P⑳f．Rlγt∫l　K巳wahaγ・a

　賢君〈工学部に4エ蓬工磨墨～ウご譲：立さヲにノ4～」手4周私は…矛、3謁ノ藍の才巳任教授と：

して「學載に迎えわ九たび，示．虐1う1フ3謬1座判こ頴酢辛よ，つてい移わけ’で、磁ない。今

茸四聖ヱつたのば汐2講座謹でで’、労3講座織灘ぐに1殻承勧吻謎足すみこ

とになる。

　労δ講座祖当の科冒ぱ水勢狐盗，水層試験、細物、瑞境征生学、鼠族野虫駆

除，卵生行政尊ていある。之一等の科覇燈明たメ〈謎くは細帯収生矯一の一・分科どし

て，環馬験てい夫々の無熱を晃辻て来た哲で劾む・

　教禽的立賜で’愚，之等め斜返§は種＝生工彰の廷些工孝た移所以の零穏科喬と

して騰り身覆虎〉づし参◇

　孤．生母単，科で’教鳶蕨受けた綿々は、鐘設と餐一三の両面の基：礎知識愛つけて

せにぬ為◎之磁非常に壷黎なごぐ・で肇ノリ勢望廊でもあ㊧。羅！え．慈ズよ永豊ほせ

よ、下水毫に《・よ，之一斗漣興し敷設す為熟穏叡が，、司疇に維椿磐1塑1こ必鍵な

家エ．些．挙的知識を身！につけて．秒くご覧が蜘側’に壷璽で1あるかはゆ寸惹でζ．あい。

　護フき舟弁し蟹螺して侭く入幻がノその蓼設ノZ必要な土ホ、工学約知識猛持っ

ていること：鼠、ゼの層々の砿尊のよ二で，非常な姦昧となって粘るで隠ろう。

　琢エ生工学の奪i’ユ縁愚そノ）両看を謙黙して居1う星野寂ら番いし・その議ウ惹

瀬口；叡亀讃成するの於、李馨斜の燐徴で・もあわう、

　工彰部内で生．物窪扱切縫；一の学斜ヒしての双生工挙利内に於けるカ3議座

の、使命は董い心

　1珊吃面に於ても，私は私参りの墨引を将っている。勿論．趣／，浄Z又鮫

ラセ4講座と囑柱ミな逮絡艇とつ《髭fr’鬼致塗めて穏くミヒョ6なけ7拠ば’なうちいし

，魯左単独に労3議座独自の立場で’の’研魔．の展、舖も％㊨で’あろう．

　蟻胴G爬賦9ebl硫り吻慰豊すると㌫くを綱磁．工奪ピ医馨ヒの
綾解煮、之を如何にし’て慰篠さ七ζ㊨かノミこに春、轡斜一め一つの強命び’あわま

うに乞還1う。私は工掌方画の知識の級収に議嘘でありたいつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　一臼一



　私豊の今磯炉ろうとす冶禰究に対して、今葦て’営二んだ単頗の遇改亀ふりか

え．つて屍移ヒ．き：ノ医孝．薬馨・，イむ蓼・」箸谷方面の入々の　　　聴・に公毅♪窪．隻挙

ぼ於て　　　多くの紫績壷発胤す珍。そコ（は私豊に麹多の添唆を与・之ご《いみ。

　私豊二ぱ之等のメく々と：・尋包つないでL研・究琶進めて打くで’あろうし．ま；並そう

海け1ぐば濾らない。

　私遮の蹉1司は，私選だ’けで、解決鼠来宅∋ぽど恢い｛のでは存いし．急を黎す

診同懲力駐、猿している。聡晒一にまた》．北火、東大の他にも多くの大学の4エ隻

工学科該．誕を婆んで正慧春い。
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